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一
．
背
景

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
一
九
九
〇
年
代
中

盤
以
降
自
由
化
路
線
に
踏
み
切
り
、
Ａ

Ｇ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
衣
料
品
輸
出
、
ま
た
資

源
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
牽
引
さ
れ

順
調
に
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
し
か
し

二
〇
〇
九
年
の
政
変
を
受
け
た
ド
ナ
ー

支
援
凍
結
と
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
適
用
停
止
に
よ

り
経
済
は
低
迷
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
中

盤
に
は
改
善
途
上
に
あ
っ
た
貧
困
率
も

悪
化
し
、
二
〇
一
二
年
に
は
、
国
民
の

約
九
三
％
が
一
日
二
ド
ル
以
下
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

の
「
人
々
の
声
」
調
査
は
、
日
常
品
の

取
引
を
通
し
た
市
井
の
人
々
の
貿
易
自

由
化
に
対
す
る
認
識
と
、
ア
フ
リ
カ
市

場
を
席
巻
し
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
か
ら
の

廉
価
な
輸
入
品
や
、
政
治
危
機
の
煽
り

を
受
け
て
停
滞
し
て
い
る
衣
料
輸
出
産

業
、
巨
額
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
対
す
る
見
解
を

聴
取
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

貿
易
政
策
に
対
す
る
人
々
の
声
を
拾
い

出
す
こ
と
に
務
め
た
。

本
調
査
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
多

様
な
経
済
活
動
を
捕
獲
で
き
る
よ

う
、
北
部
の
輸
出
向
け
バ
ニ
ラ
産
地

（Sam
bava, A

ntalaha

）、
東
部
の
農

業
地
帯
で
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地

域
（M

oram
anga, M

iarinarivo

）、

東
部
沿
岸
の
零
細
漁
業
地
域

（M
ananjary, M

anakara

）、
南
部

の
零
細
鉱
石
採
掘
地
域
（Ilakaka

、

Sakaraha

）
の
四
地
方
八
村
、
合
計

四
八
〇
人
を
対
象
に
、
質
問
票
に
基
づ

く
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
グ
ル
ー
プ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
二
種
を
実
施
し
た

（
結
果
は
以
下
、
二
）。
調
査
は
、
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
統
計
局
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）

が
主
体
と
な
り
、
調
査
対
象
者
は
各
行

政
地
区
の
責
任
者
を
通
し
ラ
ン
ダ
ム
に

抽
出
し
た
。
こ
の
他
、
本
調
査
と
は
別

に
、
首
都
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク

タ
ー
（
以
下
、
三
）
や
中
小
企
業
（
以

下
、四
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

な
お
、
調
査
期
間
（
二
〇
一
三
年
三

月
〜
八
月
）
は
、
何
度
も
延
期
さ
れ
て

い
た
大
統
領
選
挙
実
施
を
巡
り
内
政
が

更
に
混
乱
し
、
人
々
の
不
満
も
大
い
に

高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
国
民
の
生

活
水
準
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
な
か

で
、
人
々
の
認
識
は
、
貿
易
自
由
化
よ

り
も
目
前
の
政
治
危
機
に
強
い
影
響
を

受
け
る
可
能
性
も
提
起
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
と
ア
フ
リ
カ
で
は
政
情
不
安
は

つ
き
も
の
で
あ
り
、「
人
々
の
声
」
調

査
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
今
回

は
、
特
に
切
り
分
け
を
せ
ず
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
．「
人
々
の
声
」
調
査
の
概
要
と

結
果

本
項
で
は
、Ram

iarison &
U
esu 

（
二
〇
一
四
）
の
う
ち
、
ア
ン
タ
ナ
ナ

リ
ボ
大
学
のRam

iarison

教
授
が

行
っ
た
分
析
を
中
心
に
、
興
味
深
い
点

を
取
り
上
げ
る
（
全
文
お
よ
び
デ
ー
タ

等
は
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予

定
）。

⑴
回
答
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

回
答
者
の
約
一
／
三
は
農
業
に
従
事

し
、
次
い
で
約
二
割
が
雇
用
労
働
者
、

漁
師
を
含
む
個
人
生
産
者
、
販
売
者
と

続
く
。
当
初
我
々
が
想
定
し
て
い
た
の

は
低
所
得
者
層
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は

比
較
的
若
く
学
歴
も
あ
り
、
ま
た
平
均

月
収
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
平
均
月
収
約
二

六
ド
ル
の
四
倍
で
あ
る
約
一
一
八
ド
ル

と
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
人
々
が
中
心

と
な
っ
た
（
表
１
）。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
、
声
が
大
き
い
の
は
若
く
学
歴

の
あ
る
層
で
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
層

は
黙
っ
た
ま
ま
と
い
う
傾
向
が
強
く
、

低
所
得
者
層
の
声
を
拾
い
出
す
に
は
、

よ
り
き
め
細
か
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

全
般
と
し
て
、
生
産
者
よ
り
販
売
者

の
収
入
が
大
き
く
、
特
に
バ
ニ
ラ
産
地

（Sam
bava

）
お
よ
び
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
地
域
（M

oram
anga

）
の

販
売
者
の
収
入
は
、
調
査
回
答
者
の
平

均
収
入
を
も
大
き
く
上
回
っ
た
。
し
か

し
、M

oram
anga

地
域
の
販
売
者
は
、

「
す
ぐ
横
に
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
来

て
い
る
の
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
に

は
ほ
と
ん
ど
裨
益
し
な
い
、
雇
用
も
生

み
出
さ
な
い
」
と
高
い
不
満
を
抱
い
て

お
り
、
住
民
の
間
で
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
対
す

る
当
初
の
期
待
が
相
当
に
高
か
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
お
け
る

「
人
々
の
声
」
調
査

上
江
洲 

佐
代
子
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⑵
人
々
の
取
引
形
態

さ
て
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で

必
需
品
の
取
引
を
行
う
の
か
。
取
引
は

概
ね
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
市
場
（
約
四

七
％
）、
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
小

市
場
（
約
三
八
％
）
で
あ
り
、
大
型
店

舗
や
専
門
店
の
割
合
は
一
％
前
後
に
過

ぎ
な
い
。
但
し
、
燃
料
（
薪
な
ど
）
の

入
手
経
路
は
、
地
方
で
は
半
数
以
上
が

自
然
か
ら
の
採
取
と
回
答
し
て
い
る
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
後
述
（
四
）
す
る
よ

う
に
、
豊
富
な
植
物
資
源
を
活
か
し
た

伝
統
（
代
替
）
医
療
が
盛
ん
で
あ
り
、

医
薬
品
も
燃
料
と
同
様
に「
自
然
採
取
」

と
の
回
答
が
多
い
こ
と
も
予
測
し
て
い

た
が
、
実
際
は
地
方
で
も
約
一
％
を
占

め
る
の
み
で
、
大
抵
は
市
場
あ
る
い
は

診
療
所
等
で
廉
価
に
入
手
し
て
い
る
。

⑶
輸
入
品
に
対
す
る
見
解
（
表
２
）

そ
れ
で
は
、同
じ
必
需
品
を
対
象
に
、

輸
入
品
／
国
産
品
に
対
す
る
選
好
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
食
料
（
主
に
米
、
野
菜
）

は
国
産
、
衣
類
は
輸
入
品
に
対
す
る
選

好
が
明
確
に
現
れ
た
。
医
薬
品
も
、
近

年
、
中
国
や
イ
ン
ド
等
か
ら
廉
価
な
医

薬
品
（
海
賊
品
も
含
む
）
が
市
場
に
流

入
し
た
結
果
、
輸
入
品
を
選
好
す
る
層

が
多
い
。

な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
輸
入

品
／
国
産
品
の
選
好
基
準
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
衣
類
は
「
価
格
」
が
第
一
義
で

あ
り
、
食
料
も
「
価
格
」
が
重
要
で
あ

る
も
の
の
、
よ
り
細
か
く
み
る
と
、
余

裕
の
あ
る
層
は
「
品
質
や
味
も
重
要
な

た
め
、
米
は
美
味
な
国
産
品
を
選
好
」、

低
所
得
者
層
は
「
パ
キ
ス
タ
ン
等
の
廉

価
な
米
を
選
好
」と
回
答
は
分
か
れ
た
。

特
に
衣
類
に
つ
い
て
は
、
大
半
は
欧

州
や
ア
ジ
ア（
人
々
は「
中
国
」と
認
識
）

か
ら
の
中
古
品
を
選
好
し
、
そ
の
理
由

は
「
安
い
か
ら
」、
ま
た
「
廉
価
な
中

国
製
が
入
っ
て
き
て
、
選
択
の
幅
が
増

え
た
」「
富
者
も
貧
者
も
同
じ
中
国
製

を
着
て
平
等
に
な
っ
た
」
と
、
消
費
者

と
し
て
は
大
き
な
利
得
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
比
較
的
余

裕
の
あ
る
主
婦
が
「
中
国
製
は
お
洒
落

で
は
な
い
」
と
答
え
た
一
方
で
、
半
失

業
状
態
に
あ
る
縫
製
工
場
女
性
労
働
者

は
、「
お
洒
落
で
デ
ー
ト
等
特
別
な
機

会
に
も
使
え
る
」
と
回
答
し
、
一
様
で

は
な
い
。

他
方
、
廉
価
な
中
国
製
品
の
流
入
に

よ
り
自
国
産
業
が
潰
さ
れ
て
お
り
、
輸

入
品
の
増
大
は
手
放
し
で
は
喜
べ
な

い
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
生
産
で
き
な
い

物
品
の
み
を
輸
入
す
べ
し
と
の
声
も
目

立
っ
た
。

三
．「
弱
者
／
貧
困
者
」
の
声

さ
て
、
以
下
で
は
、
調
査
の
枠
組
み

で
十
分
に
聴
取
で
き
な
か
っ
た
、
イ
ン

表 1　回答者の収入レベル（地域別）

生産者 販売者 その他 合計

人数 平均（USD） 人数 平均（USD） 人数 平均（USD） 人数 平均（USD）

合計 234 104.4 105 150.0 9 81.9 348 117.6

　都市 72 156.8 63 125.8 9 81.9 144 138.5

　地方 162 81.1 42 186.4 0 0.0 204 102.8

Sambava/antalaha 47 124.5 30 292.5 2 40.0 79 186.2

Miarinarivo 28 71.4 12 75.9 0 0.0 40 72.7

Moramanga 33 69.8 6 232.3 0 0.0 39 94.8

Mananjary/Manakara 56 91.4 23 57.2 0 0.0 79 84.6

Ilakaka/Sakaraha 70 127.3 35 103.4 6 65.8 111 116.4

（出所）Ramiarison & Uesu（2014）を元に筆者作成。
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マダガスカルにおける「人々の声」調査

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
や
弱
い
立
場

に
あ
る
人
々
の
声
も
紹
介
し
た
い
。

⑴
輸
入
品
の
路
上
販
売
者

首
都
最
大
の
屋
外
市
場
で
は
、
主
に

輸
入
品
の
販
売
者
に
話
を
聞
い
た
。
市

場
の
一
角
は
携
帯
電
話
や
付
属
品
で
占

め
ら
れ
て
お
り
、
簡
素
な
ス
タ
ン
ド
や

路
上
で
ア
ジ
ア
（
主
に
中
国
製
と
思
わ

れ
る
）
か
ら
の
製
品
が
新
旧
取
り
混
ぜ

て
売
ら
れ
て
い
る
。
中
学
を
中
退
し
て

Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
を
販
売
す
る
少
年
達
は
、
歯

磨
き
粉
（
一
個
二
〇
〇
ア
リ
ア
リ
）
か

ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
（
一
個
五
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇

ア
リ
ア
リ
）
販
売
に
転
じ
た
こ
と
で
収

入
が
増
加
し
、
売
れ
筋
は
日
本
・
韓
国

製
品
（
と
彼
ら
は
主
張
す
る
、
実
際
は

M
ade in Japan

と
明
記
さ
れ
た
中
国

製
品
）。
先
進
国
の
ハ
イ
テ
ク
製
品（
と

彼
ら
は
感
じ
て
い
る
）
の
販
売
は
恰
好

が
良
い
と
感
じ
て
お
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
産
品
の
販
売
に
は
関
心
が
な
い
。

廉
価
な
輸
入
玩
具
を
販
売
す
る
女
性

は
、
か
つ
て
は
欧
州
製
品
を
販
売
し
て

い
た
が
、
数
年
前
に
市
場
に
大
挙
し
て

入
っ
て
き
た
中
国
製
品
（
海
賊
品
）
を

メ
イ
ン
に
し
て
か
ら
は
売
れ
行
き
も
良

く
、
こ
れ
か
ら
も
中
国
製
品
を
販
売
し

て
い
き
た
い
と
の
由
。彼
女
に
よ
る
と
、

「
同
じ
製
品
」（
筆
者
か
ら
み
る
と
劣
悪

品
で
あ
る
が
）
で
あ
り
な
が
ら
価
格
は

一
〇
分
の
一
で
、
貧
し
く
な
っ
た
人
々

に
も
十
分
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
、
販
売

者
、
消
費
者
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
中
国
の
生
産
者
、

あ
る
い
は
輸
入
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
想
像
が
及
ば
な

い
話
で
あ
り
、
全
く
分
か
ら
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
同
様
の
回
答
は
他
に

も
み
ら
れ
、
自
分
の
行
動
範
囲
外
（
特

に
海
外
）
の
ア
ク
タ
ー
が
よ
り
便
益
を

得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
考
え

に
は
至
ら
な
い
販
売
者
も
多
か
っ
た
。

⑵
女
性
労
働
者

首
都
郊
外
の
縫
製
工
場
の
労
働
者
に

よ
る
と
、
労
働
期
間
は
年
に
三
カ
月
ほ

ど
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
洗
濯
等
の
雑

務
を
み
つ
け
て
糊
口
を
し
の
ぎ
、
実
質

は
半
失
業
状
態
に
あ
る
と
の
話
で
あ
っ

た
。
参
加
者
の
中
年
女
性
か
ら
は
、
生

活
が
苦
し
く
な
り
砂
糖
も
買
え
な
い
と

の
声
も
出
た
。

縫
製
工
場
の
閉
鎖
に
よ
り
市
内
の
至

る
と
こ
ろ
に
路
上
販
売
者
が
溢
れ
、
特

に
市
内
の
売
春
婦
の
数
が
増
加
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、
二
〇
〇
八
年

に
ス
キ
ル
不
足
を
理
由
に
縫
製
工
場
を

解
雇
さ
れ
て
か
ら
野
菜
の
路
上
販
売
者

と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
の
政
治
危
機
で

商
売
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
売
春
を
続

け
て
い
る
女
性
数
名
に
話
を
聞
い
た
。

い
ず
れ
も
年
齢
は
三
〇
代
で
あ
り
、
売

春
は
最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
、
特

に
最
近
は（
縫
製
工
場
の
閉
鎖
が
続
き
）

競
争
が
激
し
く
生
活
が
厳
し
い
こ
と
、

そ
し
て
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
等
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
が
、
と
に
か
く
縫
製
工
場
が
早
く

再
開
さ
れ
て
自
分
た
ち
も
雇
用
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
期
待
す
る
、
そ
の
際
は
低

表 2　輸入品 /国産品に対する選好
（単位：％）

食料 衣類 医薬品 輸入品選好率

輸入 国産 輸入 国産 輸入 国産

全体 3.5 96.5 91.9  8.1 83.8 16.2 59.5

地域別

都市 4.6 95.4 93.5  6.5 84.6 15.4 60.8

地方 2.7 97.3 90.5  9.5 83.1 16.9 58.4

Sambava/antalaha 0.8 99.2 90.8  9.2 76.5 23.5 56.0

Ilakaka/Sakaraha 3.3 96.7 95.0  5.0 98.3  1.7 65.6

Manakara 5.7 94.3 94.3  5.7 78.9 21.1 59.6

Miarinarivo 1.7 98.3 88.1 11.9 83.0 17.0 56.7

Moramanga 6.9 93.1 86.2 13.8 78.8 21.2 56.5

学歴別

非就学 3.6 96.4 92.9  7.1 89.3 10.7 61.9

初等教育 2.6 97.4 90.7  9.3 81.0 19.0 57.9

中等教育 3.6 96.4 92.3  7.7 82.9 17.1 59.4

高等教育 4.5 95.5 90.9  9.1 76.2 23.8 56.9

（出所）Ramiarison & Uesu（2014）を元に筆者作成。
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技
能
者
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
解
雇
す
る

の
で
は
な
く
、
必
要
な
職
業
訓
練
を
企

業
が
施
す
べ
き
と
の
考
え
を
述
べ
て
い

た
。

四
．「
中
小
企
業
」
の
声

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

の
資
源
を
活
か
し
た
地
場
の
中
小
企
業

の
声
を
取
り
上
げ
た
い
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
製
衣
類
の
殆
ど
は
欧

米
に
輸
出
さ
れ
、
筆
者
が
在
住
す
る
パ

リ
で
は
、
屋
外
市
場
ス
タ
ン
ド
等
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
市
場
向
け
に
乳
幼
児
衣
料
品
を

製
造
販
売
す
る
イ
マ
ホ
・
ク
レ
ア
シ
ョ

ン
社
（IM

A
H
O
 Creation

）、
は
パ

リ
郊
外
の
高
級
住
宅
地
の
屋
内
市
場
に

店
舗
を
構
え
る
他
、
市
内
観
光
地
の
期

間
限
定
ス
タ
ン
ド
で
も
販
売
し
て
い

る
。
品
質
が
良
く
価
格
も
非
常
に
手
頃

で
（
女
児
ス
モ
ッ
ク
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
一

着
一
八
ユ
ー
ロ
、
約
二
五
〇
〇
円
。）、

フ
ラ
ン
ス
人
家
族
が
絶
え
間
な
く
店
を

訪
れ
、
ま
と
め
買
い
を
し
て
い
く
。
彼

ら
に
購
買
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
デ

ザ
イ
ン
と
品
質
、
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
か
ら
、
そ
し
て
生
産
地
は
中
国
等

ア
ジ
ア
と
の
回
答
が
多
く
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
産
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

さ
て
、
パ
リ
の
店
舗
で
本
社
担
当
者

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

の
首
都
中
心
地
か
ら
車
で
二
〇
分
ほ
ど

の
本
社
兼
工
場
（Im

aho Export

社
）

を
訪
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
創
業
当
初

は
国
内
向
け
衣
類
の
製
造
・
販
売
に
従

事
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
輸
出

に
特
化
し
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
に
乳
幼 

児
（
三
カ
月
〜
一
二
歳
） 

向
け
衣
料
等 

を
輸
出
し
て
い
る
。
毎
月

八
〇
〇
〇
〜
一
万
着
を
製
造
し
て
い
る

が
、
政
治
危
機
の
影
響
で
過
去
三
年
の

業
績
は
低
迷
し
、
昨
年
度
は
五
万
着
の

輸
出
に
留
ま
っ
た
。 

二
〇
〇
九
年
の 

政

変
の
煽
り
で
納
期 

が
守
れ
ず
、
イ
タ
リ

ア
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
の
顧
客
を
失
っ

た
。
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
は 

基
準
が
厳
格
で 

価
格

が
低
す
ぎ
る
た
め
、
米 

市
場
へ
の
輸
出

は
し
て
い
な
い 

が
、
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
に
特
化

し
な
か
っ
た
こ
と
で
現
在
も
事
業
を
継

続
で
き
て
い
る
と
の
話
で
あ
っ
た
。 

四
階
建
の
階
下
に
工
場
が
あ
り
、
約

三
〇
名
が
縫
製
作
業
に
従
事
し
て
い

る
。
従
業
員
は
常
勤
五
一
名
、
期
間
雇

用
五
〇
名
程
、
一
日
八
時
間
労
働
で
、

給
与
形
態
は
、
技
能
労
働
者
（
ミ
シ
ン

縫
製
）
は
高
め
、
非
熟
練
労
働
者
（
し

つ
け
糸
の
ほ
ど
き
等
）
は
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
最
低
賃
金
水
準
を
や
や
上
回
る
程

度
。
縫
製
工
場
の
倒
産
が
相
次
い
で
い

る
た
め
、
熟
練
労
働
者
の
雇
用
は
容
易

で
あ
る
が
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
同
業
他

社
は
五
〇
社
程
い
て
競
争
は
激
し
く
、

ま
た
欧
州
市
場
も
飽
和
し
て
い
る
た

め
、
か
つ
て
の
よ
う
な
急
成
長
は
見
込

め
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、同
社
は
「
品
質
」

に
拘
り
が
あ
り
、
品
質
管
理
担
当
者
を

数
名
配
置
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

国
産
の
コ
ッ
ト
ン
生
地
は
高
く
、
無
駄

に
で
き
な
い
。
パ
リ
の
店
舗
で
は
、
子

ど
も
服
と
お
揃
い
の
、
人
形
用
の
小
さ

な
洋
服
を
一
〇
ユ
ー
ロ
で
販
売
し
、
好

評
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ
も
端
切
れ
の

有
効
利
用
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
で
あ

る
。マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
は
世
界
有
数
の
薬

草
生
育
地
帯
で
、
そ
れ
を
活
用
し

た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
等
の
製
造
・
販

売
に
従
事
す
る
ホ
メ
オ
フ
ァ
ー
マ

（H
om
eopharm

a

）
社
は
、
都
市
を
中

心
に
国
内
全
域
で
販
売
網
を
有
し
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
航
空
の
機
内
販
売
で
も
二

〜
三
ユ
ー
ロ
の
手
頃
な
価
格
で
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
が
売
ら
れ
て
い
る
。
同
社
の
輸

出
入
担
当
者
（M

s. Ram
anantsoa

）

に
よ
る
と
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
、
風

邪
や
疲
労
等
の
軽
微
な
症
状
に
対
し
広

く
使
わ
れ
て
お
り
、
保
健
省
と
の
契
約

で
診
療
所
等
に
も
卸
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
低
所
得
者
層
も
同
社
製
品
に
廉
価

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
二
〇
〇
九
年
以

降
、
国
内
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
中
産

階
級
が
下
層
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
こ
と

で
、
国
内
の
業
績
は
低
下
し
、
ま
た
米

（Forever

）
と
最
近
市
場
に
参
入
し

た
中
国
（T

iens

）
と
競
合
し
て
い
る
。

他
方
、
有
機
製
品
を
主
と
し
た
海
外
市

場
（
イ
ン
ド
洋
諸
国
、
欧
州
、
ロ
シ
ア
、

IMAHO Creation（パリ郊外
Neuilly の店舗、筆者撮影）

手作りの型紙を活用（筆者撮影）

唯一写真に応じてくれた女性
（筆者撮影）
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マダガスカルにおける「人々の声」調査

台
湾
）
は
成
長
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
ニ
ッ
チ
市
場
の
開
拓
が
優
先
課
題
だ

と
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
危
機
の
な
か
に

あ
り
な
が
ら
、
市
場
を
特
化
、
あ
る
い

は
リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
事
業
を
継

続
・
発
展
さ
せ
る
地
場
企
業
も
存
在

す
る
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
経
済
開
発
庁

（
Ｅ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
）
の
投
資
家
担
当
官
（M

r. 
Johary RA

JO
SEFA

）
も
、
政
治
危

機
の
た
め
政
府
に
よ
る
企
業
支
援
が
ほ

ぼ
機
能
し
な
い
な
か
で
、
こ
れ
ら
は
今

後
も
有
効
な
サ
バ
イ
バ
ル
戦
略
の
ひ
と

つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

五
．
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

貿
易
自
由
化
の
人
々
へ
の
影
響
は
、

消
費
者
、
販
売
者
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

面
が
強
い
一
方
で
、
生
産
者
は
十
分
に

そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
な
い
と
の
認

識
が
強
い
。
確
か
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
産

製
品
に
対
す
る
消
費
者
の
満
足
度
は
高

い
一
方
で
、
生
産
者
か
ら
の
「
我
々
は

い
つ
ま
で
も
外
国
の
消
費
者
を
満
足
さ

せ
て
い
る
だ
け
」
と
の
声
に
、
一
体
消

費
者
と
し
て
ど
う
応
え
た
ら
良
い
の
だ

ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
過
去
数
年
間
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

で
は
政
府
お
よ
び
関
連
す
る
組
織
制
度

が
実
質
機
能
せ
ず
、
輸
出
入
に
関
す
る

規
制
等
も
ほ
ぼ
皆
無
で
、
そ
の
間
隙
で

違
法
取
引
が
活
発
化
す
る
と
い
っ
た
悪

循
環
も
生
み
出
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
政
府
や

国
際
社
会
に
対
す
る
要
望
を
聞
き
取
っ

た
が
、人
々
か
ら
は
、「
国
内
の
産
業（
特

に
縫
製
）を
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
」「
輸

入
品
に
対
す
る
規
制
」「
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
製
品
の
ア
ピ
ー
ル
」「
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
で
現
在
作
れ
な
い
も
の
も
、
作
れ
る

よ
う
政
府
が
支
援
す
る
べ
き
」
等
、
自

国
産
業
の
育
成
と
雇
用
創
出
が
強
く
出

さ
れ
、
加
え
て
「
農
業
支
援
」「
ク
レ

ジ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
」
等
の
提

案
も
多
く
出
さ
れ
た
。
な
か
に
は
、「
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
に
裨
益
し
な
い
経
済
協
定

の
締
結
は
止
め
る
べ
し
」
と
の
意
見
も

あ
り
、
専
門
的
な
知
識
を
有
さ
な
い
市

井
の
人
々
が
、
ま
ず
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

の
産
業
・
経
済
を
保
護
し
、
育
成
す
る

た
め
の
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
大
統
領
選
挙
か
ら
四
カ
月
が

経
っ
た
現
在
（
二
〇
一
四
年
四
月
）、

よ
う
や
く
新
政
権
が
組
閣
さ
れ
た
。
国

際
社
会
か
ら
の
支
援
も
活
発
に
議
論
さ

れ
て
お
り
、
仏
政
府
は
、
こ
こ
三
〜
五

年
の
間
に
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
元
の
成

長
を
取
り
戻
す
で
あ
ろ
う
と
み
て
い

る
。
他
方
、
パ
リ
市
内
の
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
商
人
に
見
通
し
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

未
だ
好
転
の
兆
し
は
な
く
、
今
後
も
不

透
明
だ
と
し
て
、
前
向
き
な
展
望
を
述

べ
て
い
た
仏
政
府
関
係
者
と
は
対
照
的

で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
成
長
が

よ
り
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
も
の
と
な
る

よ
う
、
今
般
聞
き
取
っ
た
人
々
の
要
請

を
貿
易
あ
る
い
は
開
発
政
策
に
織
り
込

み
、
社
会
経
済
の
再
建
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
後
も
ぜ
ひ
、
調
査
の
制
度
設
計

の
中
心
と
な
っ
た
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ボ
大

学
や
、
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
会
得
し
た

統
計
局
が
、
人
々
の
声
の
収
集
を
継
続

し
、
政
策
へ
の
反
映
を
試
み
て
ほ
し
い

と
願
う
。

（
う
え
す　

さ
よ
こ
／
在
フ
ラ
ン
ス
日
本

国
大
使
館　

専
門
調
査
員
）


